
実態が明らかとなった。また、重要性を認識している保
護者ほど、子どもの運動･スポーツに対して多くの期待を
持っている様子が確認できた。さらには、子どもの頃に
運動･スポーツをしていた保護者では、運動･スポーツを
特にしていなかった保護者よりも子どもの運動･スポーツ
実施の重要性をより多く認識していた。
　スポーツ庁ではスポーツ立国の実現に向けて、スポー
ツの価値を高めるための取り組みが行われている。今回
の調査結果からは、子どもの頃の運動･スポーツ活動経
験は、保護者になってからのわが子への運動･スポーツ
推進に結びつく可能性が示唆された。すなわち、子ども
の運動･スポーツ実践に関する問題を議論する際には、
長期的な視点で子どもの今を考えるべきである。そして、
運動･スポーツの価値を認め、重要であると考える大人、
すなわち、将来子どもの運動･スポーツ環境を支える大
人を増やす方策として子どもの今の運動･スポーツを考
える必要があるかもしれない。

　スポーツ庁の体力・運動能力調査によると、1970年
後半から1980年前半までの子どもたちの体力は高いと
いう結果が示されている（スポーツ庁，2017）。そして
現在50歳以上の成人は体力が高いとも報告されており、
この結果は子どもの頃に体力の高かった世代が成人して
も体力が高いことを意味している。すなわち、子どもの頃
の体力は成人期へ持ち越される。子どもの頃の身体活
動（運動・スポーツ）も体力と同様に成人期へ持ち越さ
れる（鈴木，2011）。子どもの頃の体力を支える運動･
スポーツ、そして子どもの運動･スポーツを支える保護者
の考え方、そしてその保護者の考え方を支えているのは、
保護者自身の子どもの頃の運動･スポーツ経験であると
考えられる。
　本稿では保護者の考え方について、子どもが運動・ス
ポーツをすることを重要であると考えているか、そして運
動･スポーツをすることに何を期待しているかの2つに着
目して分析した。その結果、保護者の多数が子どもにとっ
て運動・スポーツをすることが重要であると考えている
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準群はおよそ84～96％の範囲で分布するが、男女、中
高を問わず1年生から3年生にかけて増加する傾向がみ
られる。また各学年において、女子は男子に比べて高い
割合を占めている。この傾向は痩せ群にもみられ、痩せ
群の割合は男子よりも女子において概して高い（注1）。
他方、軽･中等度肥満群、高度肥満群が占める割合は女
子よりも男子の方が高い。

　「青少年のスポーツライフ・データ」には毎回、身長と
体重のデータが含まれている。それらを用いて肥満度を
算出した。肥満度の算出に際しては「児童生徒等の健康
診断マニュアル 平成27年度改訂」を参考に以下の式か
ら求めた：

　表F－1には肥満度のカテゴリー分けの基準とともに、
各肥満度カテゴリーの分布を性別、学年別に示した。標

F-1 肥満度の分布

女の違いを学年別にみると、「ふつう」と評価する人の割
合は中学校1年から高校1年生までは女子に多く、高校2
年生以降は逆転し、男子に多くなっている。
　自分の体型を「太っている」「やや太っている」と評価
する人の割合は、いずれの学年でも男子より女子が高
い。特に高校2年生の女子において「やや太っている」と

　主観的体型評価については「太っている」と「やせて
いる」を両極、「ふつう」を中央とする5段階で質問した。
その集計結果を男女別、学年別に図F-1、図F-2に示し
た。自分の体型を「ふつう」と評価している人の割合は
女子では42.0～57.3%、男子では36.5～52.8%であり、
全体としては女子において多くの割合を占めている。男

F-2 主観的体型評価

　2000年に始まった健康政策 “健康日本21” においては、成人と児童･生徒の肥満者の減少とともに、
20歳代女性の痩身者を減らすことも政策目標となった。こうした女性の痩身傾向は女子高校生（日下, 
2009; 伊藤と篠田, 2015）、女子中学生（片岡と大川, 2010; 伊藤と篠田, 2015）、そして女子小学生（伊
藤と篠田, 2015）においても確認されている。さらにその背景にあるとされているのが「今の状態よりも
細い身体になりたい」という痩せ願望、痩身志向である。小学生から高校生の男女を対象に客観的体型と
主観的体型評価の「ずれ」について検討した伊藤と篠田（2015）は、今後の課題としてそれらの変数と生
活習慣との関連についての検討を挙げている。そこで本稿では、中学生･高校生の肥満度と主観的体型
評価の現状を把握し、さらに両変数のズレと日常的な運動･スポーツ実施との関連について検討する。

明治大学 政治経済学部　教授　高峰　修

肥満度＝　　　　　　　　　　　　   ×100（％）
実測体重－身長別標準体重

身長別標準体重
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る人の割合が高い。特に中学２年生では「やや痩せてい
る」と「痩せている」を合わせると約45%にもなる。そし
て女子で体型が太目と自己評価する人の増加傾向と同じ
ように、男子では「痩せている」「やや痩せている」と自
己評価する人の割合が中学校と高校の1年生から2年生
にかけて増えるという傾向も確認できる。

自己評価する人は36.2%を占め、「太っている」という自
己評価を含めると約45%の人が自分の体型を太目であ
ると評価していることがわかる。さらに1年生から2年生
にかけて増えるという傾向が、中学校と高校いずれの女
子においても確認できる。
　他方、男子は女子と比べて自分を痩せていると評価す

ていた。今回のデータにおいて相対的体型評価が「－3」
である1人は、運動･スポーツ実施頻度においては週1回
以上週3回未満（1～155回／年）の低頻度群に属して
いた。
　図F-3、図F-4にはこれら各カテゴリーの学年ごとの分
布を男女別に示した。まず「±0」のカテゴリーが占める
割合は男女ともほぼ同じで、それぞれ約42～60%の間で
分布している。学年別にみると、中学校1年生から高校
1年生までは「±0」のカテゴリーの占める割合がいずれ
も男子より女子において高いが、その割合は高校2年生
になると18ポイントも減り、高校3年生では男女で完全に
逆転している。
　実際の肥満度よりも自分の体型を太っていると評価し
ている「+1」や「+2」の割合は、概して男子よりも女子
において高い。特に高校2年生の女子において「+1」と
「+2」の合計の割合は46.3%に至るが、同学年の男子
では13.7%であり、3倍以上の差が生じている。こうした
結果からは、女子が自分の体型を太目であると評価する
傾向は、実際の肥満度を加味した場合にも明らかに表れ

　次に、実際の肥満度と主観的体型評価を掛け合わせ
た変数を相対的体型評価とし、そのグループ分け、およ
びカテゴリーの該当者数とパーセンテージを表F-2に示し
た。身体の肥満度と主観的体型評価が一致している場
合の相対的体型評価を「±0」とし、その値が大きくなる
ほど身体の肥満度に比して過大に「太っている」と自己評
価していることになる。「±0」群は全体の約半数を占め、
プラス方向の「太っている」と評価するカテゴリー、マイ
ナス方向の「痩せている」と評価するカテゴリーが両側
にほぼ均等に分布している。
　表F-3には相対的体型評価と性別と学年、年間運動･
スポーツ実施頻度とのクロス集計結果を示した。相対的
体型評価は学年との間には有意な関連を示さず、性別に
ついては女子において+2や+1のプラスのズレ、男子で
は－1や－2といったマイナスのズレのカテゴリーに分布が
偏っていた。運動･スポーツの実施頻度群については、相
対的体型評価がプラス（実際の体型より太っていると評
価）の人が非実施群や低頻度群に、マイナス（実際の体
型より痩せていると評価）の人が高頻度群に多く分布し

F-3 相対的体型評価

女 子

男 子

【表F-1】 性別・学年別にみた肥満度の分布
（％）

中学１年生

中学２年生

中学３年生

高校１年生

高校２年生

高校３年生

中学１年生

中学２年生

中学３年生

高校１年生

高校２年生

高校３年生

資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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る人の割合が高い。特に中学２年生では「やや痩せてい
る」と「痩せている」を合わせると約45%にもなる。そし
て女子で体型が太目と自己評価する人の増加傾向と同じ
ように、男子では「痩せている」「やや痩せている」と自
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自己評価する人は36.2%を占め、「太っている」という自
己評価を含めると約45%の人が自分の体型を太目であ
ると評価していることがわかる。さらに1年生から2年生
にかけて増えるという傾向が、中学校と高校いずれの女
子においても確認できる。
　他方、男子は女子と比べて自分を痩せていると評価す

ていた。今回のデータにおいて相対的体型評価が「－3」
である1人は、運動･スポーツ実施頻度においては週1回
以上週3回未満（1～155回／年）の低頻度群に属して
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分布している。学年別にみると、中学校1年生から高校
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逆転している。
　実際の肥満度よりも自分の体型を太っていると評価し
ている「+1」や「+2」の割合は、概して男子よりも女子
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では13.7%であり、3倍以上の差が生じている。こうした
結果からは、女子が自分の体型を太目であると評価する
傾向は、実際の肥満度を加味した場合にも明らかに表れ
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た変数を相対的体型評価とし、そのグループ分け、およ
びカテゴリーの該当者数とパーセンテージを表F-2に示し
た。身体の肥満度と主観的体型評価が一致している場
合の相対的体型評価を「±0」とし、その値が大きくなる
ほど身体の肥満度に比して過大に「太っている」と自己評
価していることになる。「±0」群は全体の約半数を占め、
プラス方向の「太っている」と評価するカテゴリー、マイ
ナス方向の「痩せている」と評価するカテゴリーが両側
にほぼ均等に分布している。
　表F-3には相対的体型評価と性別と学年、年間運動･
スポーツ実施頻度とのクロス集計結果を示した。相対的
体型評価は学年との間には有意な関連を示さず、性別に
ついては女子において+2や+1のプラスのズレ、男子で
は－1や－2といったマイナスのズレのカテゴリーに分布が
偏っていた。運動･スポーツの実施頻度群については、相
対的体型評価がプラス（実際の体型より太っていると評
価）の人が非実施群や低頻度群に、マイナス（実際の体
型より痩せていると評価）の人が高頻度群に多く分布し
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ちらかといえば女子の痩身傾向･志向に注目が集まってき
た。志向の方向性が逆とはいえ、男子においても肥満度
と主観的体型評価が一致していない人が2～4割いると考
えると、中高生の男子に健康上の問題などが生じていな
いか検討していく必要があるだろう。

ている状況が確認できる。
　他方、男子において実際の肥満度よりも自分の体型を
痩せていると評価している「－1」や「－2」の割合は、女
子における「+1」と「+2」の割合とほぼ同じ割合を占め
る。これまで、青少年の体重や体型の問題においてはど

差が認められ、多重比較の結果をみると「+2」「+1」と
「±0」「－1」「－2」との間に有意な差が示されている。こ
うした結果から、相対的体型評価と年間実施頻度の間に
は、自分の肥満度と比べて太っていると評価している人

　最後に相対的体型評価と運動習慣との関連について
検討する。表F-4には相対的体型評価カテゴリーごとに
年間運動･スポーツ実施頻度の平均値を求め、さらにそ
の差の検定結果を示した。全体としては5％水準で有意

F-4 相対的体型評価と運動習慣との関係
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（回/年）

【図F-5】 相対的体型評価カテゴリーごとにみた運動実施頻度
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017
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るのは適切ではないと考えるのであれば、分布としては女
子の分布が理想型であろう。もし相対的体型評価と年間
実施頻度の間に因果関係を想定するのであれば、女子
においては運動･スポーツへのコミットが自己の適切な体
型評価につながっている可能性がある。他方、男子にお
いては高い頻度での運動･スポーツ実施は適切な体型認
識につながっていないか、あるいはむしろ、自分は痩せて
いるという過度の評価を生み出しているのかもしれない。

で実施頻度が低く、痩せていると評価している人で高く
なるといった直線関係を確認できる。
　同じ視点で男女別に分析すると、男女ではまったく異
なった傾向がみられた（図F-5）。女子は相対的体型評
価「±0」を頂点とする正規分布に近い分布を示したが、
男子は「+2」のカテゴリーを除いて相対的体型評価と実
施頻度は直線関係にある。しかし相対的体型評価は「±
0」が理想的であり、プラスやマイナス方向にズレが生じ

痩身願望を導き出しているのだと思われる。さらに、男
子が自分の体型を痩せていると評価する傾向についても
目を向ける必要があるだろう。
　相対的体型評価と運動習慣との関連については、女
子では運動･スポーツの実施習慣が自己の適切な体型評
価につながっている可能性がある一方で、高い頻度で運
動･スポーツを実施する男子は、自分は痩せているという
評価をしがちなのかもしれない。
　今回は紙面の関係で健康習慣については取り上げら
れなかった。今後は、この健康習慣も含めて生活習慣と
相対的体型評価との因果関係を検討する必要があるだ
ろう。

　本稿では身長と体重から肥満度を求め、主観的体型
評価とのズレと運動･スポーツ実施との関係について検
討してきた。結果の概要をまとめると、男女ともに8割以
上が肥満度の標準群に該当しており、肥満度において差
し迫った問題があるとは言えない。女子において肥満度
の標準群の割合は概して男子よりも高く、また軽度以上
の肥満群は1～6％ほどであり、男子と比べると痩せ側に
位置する分布を示している。それにもかかわらず、主観
的に自分の体型を太目と評価する傾向は男子よりも女子
において強くみられ、その傾向が相対的体型評価にも及
んでいた。こうした結果から、女子が必要以上に自分の
体型を太目と評価する傾向は今回のデータにおいても確
認された。こうした自己の体型認識が、やはり必要以上の

F-5 まとめ

【表F-4】 相対的体型評価による年間実施頻度の平均値の差の検定結果

注） 一元配置分散分析による。 F=3.104、 p<0.05
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017 
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COMMENT S

■成長期のスポーツは適度にする方が良い。過度にすれば故障の原因となる。　 （19歳女子の母親）

■現在の子どもたちの運動能力は低下していると思います。広々とした公園も減り、外で元気に走り回る姿もほとんど見なくなっ
てきました。家にこもってゲームなどをしていることが運動能力の低下につながっているのかなと思います。　
　 （16歳女子の母親）

■体格に恵まれた子どもを日本の代表選手に育てることに国のお金をかけ一生懸命にやってくださるのも大切だと思いますが、
「体を動かすことは楽しい、誰でもスポーツを楽しめる！」ということを広めてほしいと思います。そんなスポーツを身近で楽し
める環境や指導者が増えていくことを願っています。　 （17歳男子の母親）

■障害のある子どもがスポーツをできる場所は、ごく限られており、できないのが現状です。　 （11歳男子の母親）
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子の分布が理想型であろう。もし相対的体型評価と年間
実施頻度の間に因果関係を想定するのであれば、女子
においては運動･スポーツへのコミットが自己の適切な体
型評価につながっている可能性がある。他方、男子にお
いては高い頻度での運動･スポーツ実施は適切な体型認
識につながっていないか、あるいはむしろ、自分は痩せて
いるという過度の評価を生み出しているのかもしれない。
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なるといった直線関係を確認できる。
　同じ視点で男女別に分析すると、男女ではまったく異
なった傾向がみられた（図F-5）。女子は相対的体型評
価「±0」を頂点とする正規分布に近い分布を示したが、
男子は「+2」のカテゴリーを除いて相対的体型評価と実
施頻度は直線関係にある。しかし相対的体型評価は「±
0」が理想的であり、プラスやマイナス方向にズレが生じ

痩身願望を導き出しているのだと思われる。さらに、男
子が自分の体型を痩せていると評価する傾向についても
目を向ける必要があるだろう。
　相対的体型評価と運動習慣との関連については、女
子では運動･スポーツの実施習慣が自己の適切な体型評
価につながっている可能性がある一方で、高い頻度で運
動･スポーツを実施する男子は、自分は痩せているという
評価をしがちなのかもしれない。
　今回は紙面の関係で健康習慣については取り上げら
れなかった。今後は、この健康習慣も含めて生活習慣と
相対的体型評価との因果関係を検討する必要があるだ
ろう。

　本稿では身長と体重から肥満度を求め、主観的体型
評価とのズレと運動･スポーツ実施との関係について検
討してきた。結果の概要をまとめると、男女ともに8割以
上が肥満度の標準群に該当しており、肥満度において差
し迫った問題があるとは言えない。女子において肥満度
の標準群の割合は概して男子よりも高く、また軽度以上
の肥満群は1～6％ほどであり、男子と比べると痩せ側に
位置する分布を示している。それにもかかわらず、主観
的に自分の体型を太目と評価する傾向は男子よりも女子
において強くみられ、その傾向が相対的体型評価にも及
んでいた。こうした結果から、女子が必要以上に自分の
体型を太目と評価する傾向は今回のデータにおいても確
認された。こうした自己の体型認識が、やはり必要以上の

F-5 まとめ

【表F-4】 相対的体型評価による年間実施頻度の平均値の差の検定結果

注） 一元配置分散分析による。 F=3.104、 p<0.05
資料：笹川スポーツ財団「12～21歳のスポーツライフに関する調査」2017 
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COMMENT S

■成長期のスポーツは適度にする方が良い。過度にすれば故障の原因となる。　 （19歳女子の母親）

■現在の子どもたちの運動能力は低下していると思います。広々とした公園も減り、外で元気に走り回る姿もほとんど見なくなっ
てきました。家にこもってゲームなどをしていることが運動能力の低下につながっているのかなと思います。　
　 （16歳女子の母親）

■体格に恵まれた子どもを日本の代表選手に育てることに国のお金をかけ一生懸命にやってくださるのも大切だと思いますが、
「体を動かすことは楽しい、誰でもスポーツを楽しめる！」ということを広めてほしいと思います。そんなスポーツを身近で楽し
める環境や指導者が増えていくことを願っています。　 （17歳男子の母親）

■障害のある子どもがスポーツをできる場所は、ごく限られており、できないのが現状です。　 （11歳男子の母親）

子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017 子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2017
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